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害
の
一
つ
で
す
。
周
囲
と
の
関
係

性
に
悩
ん
だ
り
、
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
…
寝
酒
は

睡
眠
導
入
効
果
が
あ
っ
て
も
、
眠

り
を
浅
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
習

慣
化
に
よ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の

耐
性
が
で
き
酒
量
が
増
え
て
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
酔
っ
て
る

間
は
気
分
が
和
ら
い
で
も
、
酔
い

が
覚
め
る
と
一
層
沈
ん
だ
気
持
ち

に
な
り
、
ま
た
飲
酒
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る

て
、
う
つ
病
を
併
発
す
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー

ル
は
思
考
の
幅
を
狭
め
る
の
で
、

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
考
え
事
を
す

る
の
は
危
険
で
す
。

　

身
近
な
人
が
で
き
る
こ
と

＊�

﹁
ど
う
し
た
の
？
﹂
と
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
本
人
が
気
づ

か
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
周
囲

の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。
悩
み
を

話
し
て
く
れ
た
と
き
は
、
一
方
的

に
指
摘
し
な
い
で
、
相
手
の
話
に

耳
を
傾
け
、
相
手
を
大
切
に
思
う

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

＊�

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
に
促
し
ま
し
ょ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
経
済
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
時
に
は
、
相
談

機
関
や
医
療
機
関
へ
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
乗
り
越
え
る
ま
で
焦
ら
ず

に
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
自
身
が
出
来
る
こ
と

＊
誰
か
に
話
し
て
み
よ
う

　

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
、
眠
れ
な
い

…
そ
ん
な
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

思
い
を
打
ち
明
け
て
ホ
ッ
と
し
た

り
、
自
分
一
人
で
は
気
づ
か
な
い

問
題
点
を
見
つ
け
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

朝
ご
飯
、
き
ち
ん
と
食
べ
て
い

ま
す
か
？　

健
診
な
ど
で
朝
食
に

つ
い
て
伺
う
と
「
食
べ
な
い
こ
と

が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
」「
食
事

は
一
日
二
回
」
と
い
う
声
を
度
々

耳
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
脳
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
っ
て
い

ま
す
。
ご
飯
な
ど
の
主
食
に
は
、

ブ
ド
ウ
糖
が
多
く
含
ま
れ
、
午
前

中
の
勉
強
や
仕
事
へ
の
集
中
力
を

高
め
ま
す
。
朝
食
は
、
一
日
を
活

動
的
に
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め

の
大
事
な
ス
イ
ッ
チ
で
す
。

　

ま
た
朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る
た

め
に
は
、
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
夕
食

が
遅
く
な
っ
た
り
、
就
寝
が
遅
く

な
る
と
、
起
床
時
間
に
影
響
し
、

朝
食
を
抜
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

空
腹
は
、
感
情
や
活
動
能
力
を
不

安
定
に
さ
せ
ま
す
。
健
や
か
な
か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
た
め
に
は
、
一

日
の
生
活
リ
ズ
ム
や
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

毎
月
19
日
は
食
育
の
日
。「
早
寝
、

早
起
き
、
朝
ご
は
ん
‼
」
で
健
や

か
な
か
ら
だ
づ
く
り
。
家
族
み
ん

な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
問
題（
病
気
や
障
害
）」「
経

済
・
生
活
問
題（
失
業
・
多
重
債

務
）」「
家
庭
問
題（
介
護
疲
れ
）」

な
ど
の
要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
自
殺
し
た
人
の
多
く
は
、
何

ら
か
の
こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の

病
気
は
自
殺
の
大
き
な
原
因
で
す
。

病
気
に
早
く
気
づ
き
、
治
療
を
受

け
、
周
囲
が
理
解
す
る
こ
と
で
、

状
況
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❖
正
し
く
理
解
し
よ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
・
発
達
障
害

●
う
つ
病
…
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ

り
、
好
き
な
こ
と
に
関
心
が
持
て

な
く
な
る
、
眠
れ
な
い
、
食
欲
が

わ
か
な
い
、
自
分
を
責
め
る
な
ど

の
症
状
が
続
き
日
常
生
活
に
影
響

し
ま
す
。
休
養
だ
け
で
は
治
り
ま

せ
ん
。
早
期
の
治
療
が
大
切
で
す
。

●
統
合
失
調
症
…
気
持
ち
や
考
え

が
ま
と
ま
ら
な
い
状
態
が
続
き
、

実
際
に
は
な
い
も
の
が
見
え
た
り
、

聞
こ
え
た
り
し
ま
す
。
意
欲
が
全

く
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
…
こ
だ

わ
り
が
強
く
周
囲
に
合
わ
せ
る
の

が
苦
手
、
言
葉
通
り
に
受
け
と
っ

て
会
話
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
の

社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
、
感
情
を
く
み
取
る
の
が

苦
手
と
い
う
特
徴
が
あ
る
脳
の
障

　

警
視
庁
の
報
告
で
は
、
平
成
2⓺

年
に
自
殺
し
た
人
は
2
万
５
４
２

７
人
。
平
成
10
年
以
降
３
万
人
を

超
え
て
い
た
の
が
、
平
成
22
年
以

降
徐
々
に
減
少
し
、
３
万
人
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で

若
年
者
の
自
殺
者
数
は
横
ば
い
状

態
で
す
。
青
森
県
も
減
少
傾
向
が

み
ら
れ
、
平
成
2⓺
年
の
順
位
は
過

去
6
年
間
で
最
も
低
い
12
位
と
な

り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

❖
自
殺
の
背
景

　

自
殺
は
、
個
人
の
意
思
や
選
択

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は 中里 ☎（5柒）3920

小泊 ☎（⓺4）3748

眠れない、つらい…
・中里保健センター ℡57-3920
・小泊保健センター ℡64-3748
・五所川原保健所 ℡0173-34-2108
・県立精神保健福祉センター ℡017-787-3957

こころの電話 　または 3958
・NPO法人いのちの電話 ℡0172-33-7830

子どものこと
・五所川原児童相談所 ℡0120-75-6552

多重債務など
・青森県司法書会総合相談センター ℡0120-940-230

DVや離婚、セクハラなど
・青森県女性相談所 ℡017-781-2000

心の健康相談窓口

保健センター

こころの相談日

3月30日（水）

ご利用ください

い
の
ち
の
大
切
さ
を

考
え
よ
う

～
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

青森県の自殺の状況
（県人口動態統計より）

大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
！

で
元
気
な
か
ら
だ
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三　

上　

松
三
郎 

⓺㆕ 

︵
大
沢
内
︶

佐　

野　

謙　

一 

⓼㆕ 

︵
田
茂
木
︶

佐　

野　

フ　

サ 

柒⓽ 

︵
田
茂
木
︶

野　

上　

繁　

義 

⓼₀ 

︵
若　

宮
︶

今　

本　

き　

ね 

⓽1 

︵
今
泉
下
︶

加
賀
美　

由　

一 

⓼⓼ 

︵
今
泉
下
︶

小　

寺　

ヤ　

サ 

⓼2 

︵
薄
市
下
︶

三　

上　

ハ　

ル 

⓽柒 

︵
今
泉
下
︶

佐　

藤　

テ　

ル 

⓼柒 

︵
派
立
下
︶

成　

田　

三　

則 

⓺1 

︵
八　

幡
︶

松　

田　

靜　

江 

⓼⓼ 

︵
豊　

島
︶

三
國
谷　

哲　

郎 

⓺⓺ 

︵
薄
市
上
︶

山　

本　

義　

盛 

⓼2 

︵
田
茂
木
︶

斎　

藤　

ミ　

サ 

⓺⓽ 

︵
深
郷
田
上
︶

佐
々
木　

忠
兵
衛 

⓽2 

︵
下
高
根
︶

大　

川　

幸　

衛 

⓼柒 

︵
大
沢
内
︶

原　

子　

き
よ
の 

⓼⓽ 

︵
下
高
根
︶

田　

村　

昭　

子 

⓼㆕ 

︵
若
葉
町
︶

小　

林　

由　

信 

⓼柒 

︵
若
葉
町
︶

太　

田　

勝　

彦 

⓼2 

︵
若
葉
町
︶

田
名
部　

日
佐
子 

⓹⓽ 

︵
花
丘
町
︶

長
谷
川　

忠　

市 

⓼⓼ 

︵
上　

町
︶

佐　

藤　

き
よ
み 

⓽叅 

︵
新
町
1
︶

角　

田　

安　

子 

⓼₀ 

︵
下
前
上
︶

成　

田　

榮　

子 

⓼⓺ 

︵
花
丘
町
︶

16 水

17 木 乳児健診（中里保健センター）

18 金 小泊小学校卒業式

19 土 中里地区小学校卒業式

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金 管内小・中学校修了式

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水 10：00～12：00 こころの相談日（中里保健センター）

31 木

3　月

1 金

2 土

3 日 中泊町うそ八百ほら吹き大会

4 月

5 火

6 水

7 木 管内小・中学校入学式・始業式

8 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

4　月

外
崎　

那な

奈な 

︵
女
・
永
典
︶ 

福　

浦

新
岡　

琉
り
ゅ
う
せ
い誠 

︵
男
・
聖
隆
︶ 

福　

浦

加
賀
美　

茜
あ
か
ね 

︵
女
・ 

等 

︶ 

宮　

川

升
田　

創そ
う

太た 

︵
男
・
善
貴
︶ 

若
葉
町

越
野　

柚ゆ
ず

香か 

︵
女
・
進
一
︶ 

新
町
1

　

葛　

西　

俊　

啓 

︵
薄
市
下
︶

　

加　

藤　

千　

晶 

︵
派
立
上
︶

　

髙　

渕　

和　

幸 

︵
十
和
田
市
︶

　

山　

本　

佐
央
理 

︵
宮
野
沢
︶

　

小　

野　

友　

幸 

︵
上
高
根
︶

　

井　

元　

恵
里
子 

︵
黒
石
市
︶

　

福　

士　

敬　

人 

︵
薄
市
下
︶

　

玉　

田　
　
　

歩 

︵
弘
前
市
︶

　

外　

﨑　

聖　

也 

︵
宮
野
沢
︶

　

三　

上　

穂
乃
佳 

︵
板
柳
町
︶

　

阿　

部　

健　

太 

︵
青
森
市
︶

　

久
保
田　

朱　

音 

︵
新
町
1
︶

　

大　

山　

智　

憲 

︵
宮
城
県
︶

　

佐
々
木　

彰　

子 

︵
新
町
2
︶

　

齊　

藤　
　
　

潤 

︵
北
海
道
︶

　

横　

野　

穂
奈
美 

︵
新
町
1
︶

髙　

松　

一
二
三 

⓼⓽ 

︵
田
茂
木
︶

髙　

松　

義　

市 

⓼₀ 

︵
田
茂
木
︶

︵
１
月
届
出
分
︶

１月末現在（前月比）

人　口 11,893人（－1⓽）
　男　 5,614人（－８）
　女　 6,279人（－11）
世帯数 5,132（－1₀）
出生　５  ／  死亡　2⓽
転入　22  ／  転出　1柒

人のうごき

（（（（（（（（

︵
11
月
届
出
分
︶

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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